
経営計画
（2021－2023年度）

コロナを超えて〜新たな時代の感動を創造



ＮＨＫは、2021‒2023年度の経営計画において、メディア環境や視聴者行動の変化に対応し、受信
料の減収局面にあって合理的なコストでコンテンツやサービスを提供する「スリムで強靭なＮＨＫ」へと
変わり、具現化していく5つの重点項目を柱とする“新しい「ＮＨＫらしさの追求」”を掲げました。

ＮＨＫプロモーションは、ＮＨＫが進める支出削減と組織変革を中心とする経営改革を踏まえ、一層 
合理的で効率的な事業運営を推進し、ＮＨＫグループの中でイベントを中核事業とする唯一の会社と
して、グループ各社との連携を一層強め、豊かで役に立つイベント展開を図ることで、“新しいＮＨＫ
らしさ”の柱とする5つの重点項目の具現化に貢献します。

ウィズコロナ・アフターコロナの時代にあって、社会構造が大きく変容するなか、変化に対応し、
新たな時代の多様なイベント展開を図ることで、 視聴者のみなさまの期待と信頼に応えるとともに、
経営努力を重ね、コロナ禍により悪化した業績を回復させていきます。

また、これからの時代を創造する専門性豊かな人材の育成・開発や「働き方改革」を推進し、時代に
ふさわしい組織運営を進めていきます。
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ＮＨＫ　5つの重点項目
1．安全・安心を支える　2．新時代へのチャレンジ　3．あまねく伝える　4．社会への貢献　5．人事制度改革

基　本　方　針



イベントを取り巻く環境は、コロナ禍によって一変しました。リアルなイベントが実施できない状況が長く続き、 
一部が再開したのちも、ソーシャルディスタンスの確保など、さまざまな制限下での開催を余儀なくされ、厳しい事業
運営を強いられています。

しかしながら、人は本質的に人や社会とのつながりを求める存在であり、バーチャルがあふれる時代であれば
こそ、リアルな感動・共感が輝きを増し、ホンモノの価値を一層向上させていくものと考えます。

ウィズ・アフターコロナというイベント事業にとって厳しい時代ではありますが、リアルなイベントの実施を基本に
据えつつも、ウィズコロナで培ったノウハウを進化・発展させ、コロナを超えて新たな時代の多彩なイベント展開を
推し進め、これまでにも増して人の心を豊かにし社会の役に立つコンテンツを創り、届けていきたいと思います。

2021-2023年度は、ＮＨＫが進める経営改革を踏まえ、具現化していく柱として次の7つの重点事項を設定し 
業績の回復に取り組みます。一方ＮＨＫの委託・共同事業の減少が見込まれることから、売上原価、固定費の圧縮にも
努め、各年度のコロナの影響を考慮したうえで、営業利益は【2021年度△1.9億円、22年度0.1億円、23年度1.5
億円】を目指します。

ＮＨＫが進める経営改革を踏まえ、ウィズコロナからアフターコロナ
時代にあってイベントの持つ「リアルな感動」を基本に、デジタル技術の
活用を図り、新たな時代の多彩なイベント展開を推し進めます。

2021-2023年度 経営ビジョン
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7 つ の 重 点 事 項
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1	 アフターコロナ時代に向けて、より安全で質の高いリアルなイベントを提供する
とともに、オンラインサービスの向上に努めます

2	 芸術の振興や伝統文化の継承に向けて、さまざまな取り組みを進めます

3	 イベントを通して地域社会の活性化に貢献します

4	 世界最高峰の芸術を国内に紹介するとともに日本文化の魅力を海外に伝え、日本
と国際社会の相互理解に貢献します

5	 豊かで安心できる社会の実現に向けて、防災、教育、福祉、環境などのイベントに
取り組みます

6	 ＮＨＫグループで唯一のイベント専門会社として、イベントを通じたＮＨＫブラン
ドの向上に貢献します

7	 イベントのスペシャリストを育成するとともに、新たな時代にふさわしい働き方の
改革を進めます



	イベント開催にあたっては、会場での感染防止対策を徹底するとともに、
	 ウィズコロナ下でも楽しめるよう内容・演出の工夫を図ります

（感染予防を徹底した運営、展示やイベントの内容・演出の工夫 等）

	オンラインによるイベント参加申し込みやグッズの販売を通じて、
	 利便性の向上を図るとともに、収益の向上につなげます

（ツールとしての一層の活用、新たなビジネスモデルの追求 等）

	ハイブリッド型の開催などオンライン配信を活用し、会場に足を運ぶことが
	 困難な方々への参加機会の提供など、新たなサービスの開発を目指します

（高齢者・障がい者向けイベントへの展開、リアルイベントとオンラインの連携・課金型イベントの開発 等）
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アフターコロナ時代に向けて、より安全で
質の高いリアルなイベントを提供するとともに、
オンラインサービスの向上に努めます

重点事項

1

重点事項と主な取り組み



	日本が誇る芸術やかけがえのない伝統文化を紹介するイベントや展覧会を
	 開催します

（「ＮＨＫバレエの饗宴」、「地域伝統芸能まつり」、聖徳太子1400年遠忌記念特別展「聖徳太子と法隆寺」、
沖縄復帰50周年記念特別展「琉球」、柳宗悦没後60年記念展「民藝の100年」等 ）

	未来を担う子どもたちに、文化・芸術の素晴らしさを伝える活動に取り組みます
（「ＮＨＫ全国学校音楽コンクール」、「雅楽学校公演」、展覧会ジュニアガイドブックの制作 等）

	先端技術を活用して、重要な文化財を保存する活動や展覧会作品の魅力を
	 引き出す施策を進めます

（8K文化財プロジェクト、展覧会へのAR・VR技術活用 等）

6

芸術の振興や伝統文化の継承に向けて、
さまざまな取り組みを進めます

重点事項
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	公開番組やイベントの実施を通じて、地域の魅力の再発見や情報発信を
	 支援し、地域の期待に応えるサービスの充実に努めます

（「ＮＨＫのど自慢」など全国放送公開番組、「ふるさとの食 にっぽんの食」等）

	子どもたちやファミリー層に親しんでいただける質の高いイベントを開催し、
	 地域コミュニティの活性化に寄与します

（「おかあさんといっしょファミリーコンサート」、「ワンワンまつりパーティー編」等）

	地域の新聞社や美術館・博物館・文化施設等と連携した取り組みを通じて、
	 地域の文化振興を図ります

（「水木しげる 魂の漫画展」、「ルネ・ラリック展」等）

イベントを通して地域社会の活性化に貢献
します

重点事項
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	第一級のコンサートや展覧会の開催を通じて、海外の良質な文化・芸術を
	 日本に紹介します

（「ＮＨＫ音楽祭」、特別展「ポンペイ」、「ザ・フィンランドデザイン展」等）

	東京オリンピック・パラリンピック開催を機に、外国人の関心に応える
	 日本の多彩な文化を紹介する展覧会やイベントに積極的に取り組みます

（「イサム・ノグチ 発見の道」、特別展 「国宝 鳥獣戯画のすべて」 、
「高畑勲展－日本のアニメーションに遺したもの－」 、「日中韓芸術祭」等 ）

	展覧会・イベント会場における多言語表記など、訪日外国人向けの
	 ホスピタリティサービスの充実を図ります

世界最高峰の芸術を国内に紹介するとともに
日本文化の魅力を海外に伝え、
日本と国際社会の相互理解に貢献します

重点事項
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	社会の安全・安心を守るため、防災・減災意識を高めるイベントを実施します
（「防災フェスティバル」等）

	パラリンピック開催を機に、共生社会の実現に向けた取り組みを進めます
（特別展「超人たちの人体」等）

	豊かで活力ある社会の実現に向け、教育、福祉、環境など社会的なテーマに
	 向き合うイベントを充実させます

（「ＮＨＫサイエンススタジアム」、「ＮＨＫハート展」、特別展「植物 地球を支える仲間たち」等）

	以上のような取り組みをSDGsの考え方を踏まえて推進します

豊かで安心できる社会の実現に向けて、
防災、教育、福祉、環境などのイベントに
取り組みます

重点事項
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	視聴者と直接つながるイベントの場を通して、ＮＨＫと視聴者との結びつきを
	 一層強めるための公開番組・イベントを積極的に展開します

（「ＮＨＫのど自慢」、「新・BS日本のうた」、「ラジオ体操」、「おかあさんといっしょ宅配便 ガラピコぷ〜小劇場」等）

	良質な番組と連動した多彩なイベント展開を図るため、ＮＨＫグループ各社との
	 連携を一層強化します

（「おかあさんといっしょファミリーコンサート」、「ワンワンわんだーらんど」、「ＮＨＫサイエンススタジアム」 、
Nスペ連動企画 等）

	お客様の満足度やＮＨＫへの好感度の向上など、イベントの効果を検証するため、
	 アンケートの実施・分析により事業の継続的な改善を図ります

（来場者へのアンケート調査の実施、効果分析 等）

ＮＨＫグループで唯一のイベント専門会社
として、イベントを通じたＮＨＫブランドの
向上に貢献します

重点事項
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	ＮＨＫグループにおける唯一のイベント専門会社として、新たな時代を創造
	 する専門性豊かなスペシャリストを育成します

（「事業開発プロジェクト」、若手による「Restartプロジェクト」等）

	社員に高いモチベーションを保ちつつ活躍してもらうため、アフターコロナ
	 やダイバーシティを意識した制度や環境の整備を進めます

（リモートワークや時差出勤の推進・環境整備 等）

イベントのスペシャリストを育成するとともに、
新たな時代にふさわしい働き方の改革を
進めます

重点事項
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株式会社 ＮＨＫプロモーション
〒150-0047 東京都渋谷区神山町5番5号
電話番号 03（5790）6420　FAX 03（5790）0308
ホームページ https://www.nhk-p.co.jp

2021-2023年度事業計画
（単位　百万円）

区　分 2021年度 2022年度 2023年度
売上高 6,190 7,600 9,500

ＮＨＫとの取引 1,329 1,300 1,300

ＮＨＫ以外との取引 4,861 6,300 8,200

営 業 利 益（△損失） △192 10 150
経 常 利 益（△損失） △172 33 175

当期純利益（△損失） △173 33 175
＊�事業計画は、2021年3月現在の想定であり、新型コロナウイルス感染症のさらなる
感染拡大など、今後の状況の変化によっては見通しが変動する可能性があります。


